
タービン建屋東側（海側）の地下水調査結果及び漏えい防止策について
平 成 ２ ５ 年 ７ 月
東 京 電 力 株 式 会 社

タービン建屋東側（海側）の地下水調査エリアは、地下水バイパス
の揚水井から約３５0ｍ離れた護岸付近です。

発電所護岸付近に設置した地下水観測孔の水を採取したところ、濃度の高いトリチウムとストロンチウム等が検出されました。
このため、海のモニタリング強化ならびに対策工事を開始しております。これまで得た分析結果等を検討し、現在の状況について
とりまとめました。

＜７月３０日時点・至近の水質測定結果（抜粋）＞
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（１）地下水の採取地点および過去の漏えい地点

＜地下水調査エリア＞
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○観測孔No.1-2の値が突出している事から、過去の漏えいの影響と考えています。
○ No.1-3の値も高いことから、過去の漏えい以外の可能性も考えられるため、この付近の調査やリスク低減のための具体的な対策を講じます。
○観測孔の地下水位が、潮位や降雨等の影響を受け変動していると見られることから、本年５月以降にNo.１観測孔で確認された汚染を含む地下水が、

シルトフェンス内（１～４号機取水口前面）を行き来していると考えられます。（※参考資料参照）

シルトフェンス

No.1 No.1-1 No.1-2 No.1-3 No.1-4 No.2 No.2-1 No.3 No.3-1
法令値
告示濃度

セシウム
１３４

検出限界値
（０．４２）未満
（７月２５日）

１．９
（７月８日）

２，６００
（７月２５日）

※ろ過処理後：
検出限界値（２２）未満

検出限界値
（０．４４）未満
（７月２５日）

０．４９
（７月２５日）

検出限界値
(０．３９)未満
（７月２５日）

検出限界値
(０．４２)未満
（７月２５日）

３．５
（７月２５日）

１．２
（７月２５日）

６０

セシウム
１３７

検出限界値
（０．５５）未満
（７月２５日）

３．６
（７月８日）

５，４００
（７月２５日）

※ろ過処理後：２５

検出限界値
（０．６２）未満
（７月２５日）

０．８８
（７月２５日）

０．４６
（７月２５日）

０．６９
（７月２５日）

３．９
（７月２５日）

２．２
（７月２５日）

９０

トリチウム ４３０，０００
（７月２２日）

６３０，０００
（７月８日）

３５０，０００
（７月２２日）

２６０，０００
（７月２２日）

４６，０００
（７月２２日）

７１０
（７月２２日）

１２０
（７月２５日）

１，７００
（７月１８日）

２９０
（７月２３日）

６０，０００

全β １，４００
（７月２５日）

４，４００
（７月８日）

８８０，０００
（７月２５日）

１５０，０００
（７月２５日）

１１０
（７月２５日）

３３０
（７月２５日）

検出限界値
（１７）未満
（７月２５日）

検出限界値
（１７）未満
（７月２５日）

検出限界値
（１８）未満
（７月２５日）

－

（　　）内日付は採取日　　単位：ベクレル／リットル



○分析項目および測定頻度

・トリチウム、セシウム、全ベータ：１回／週

・ストロンチウム：１回／月

海洋への影響をモニタリング

港湾内の放射能濃度の分布をモニタリング

（ⅰ）港湾口

（ⅱ）５・６号機放水口北側
（ⅲ）南放水口付近

（２）海水モニタリングの状況

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

No.1
観測孔

＜至近の水質測定結果（抜粋）＞ （単位：ベクレル／リットル）

港湾内への影響をモニタリング

海側遮水壁
（Ｈ２５年７月現在） No.2

観測孔

No.3
観測孔全ベータ ：検出限界値未満
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全ベータ ：検出限界値未満

トリチウム：検出限界値未満

発電所沖合３ｋｍ・１５ｋｍ、請戸川沖合３ｋｍ地点等では、トリチウム・全ベータの値は検出限界値未満となっています。

○シルトフェンス内側（１～４号機取水口前面）（ ）の海水中濃度は一方的には上昇せず下降することもあり、海水中への拡散は限定的と考えています。
○港湾内（シルトフェンス外側）（ ）では、海水中濃度はほぼ検出限界値未満で、影響はほとんど見られません。
○港湾の境界付近（ ）では、港湾内と同等かそれ以下のレベルで、影響はほとんど見られません。
○沖合の測定結果では、トリチウム・全ベータの値は検出限界値未満となっています。
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トリチウム ：検出限界値未満



＜参考＞過去の漏えいとその対策について

【２号機スクリーン室漏洩箇状況及び対策】
・H23.4.2に２号機の電源ケーブルを納めているピットからスクリーン室へ漏えいしているのを確認した。
・対策としては、ピット内にコンクリート等を充填するとともに、ピット周辺への薬液の注入を行い止水した。
・流出経路上のピットを閉止しても漏えいが止まらなかったことから、途中、ピット下部の砕石層に流出したものと想定し、漏えい箇所止水後に、

流出経路上の電源ケーブル管路周辺地盤に薬液の注入を行った。
【３号機スクリーン室漏洩箇状況及び対策】

・H23.5.11に３号機の電源ケーブルを納めているピットからスクリーン室へ漏えいしているのを確認した。
・対策しては、ピット内にコンクリート充填し止水した。

また、タービン建屋からトレンチ等への汚染水の流入経路を明らかにし、その経路を効果的に遮断するようにピット等の閉塞を実施した。

２号機スクリーン室漏えい箇所位置
２号機ケーブルピット（漏えい箇所）の充填及び止水対策
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（２号機電源ケーブルトレンチを含む）
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２号機ケーブルトレンチ／ピットの止水箇所
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（３）海への漏えい防止策

○Ｈ２４年６月より工事開始し、Ｈ２５年４月より鋼管矢板の打設開始
○Ｈ２６年９月には海側遮水壁が護岸海側に完成し、さらに高い遮水性能を確保

＜海側遮水壁について＞

遮水壁



写真撮影

＜地盤改良工事の概要・状況（8/3夜間作業分まで）＞

• 薬液注入とは、水ガラス系の薬液を地盤の間隙に圧入し，地盤中の水の流れを止める工法

① ボーリングマシンをセット

② 直径40mmの管で削孔

⑤ 管を引き揚げながら、
③と④を繰り返し

④ 地山の間隙へ浸透注入

③ 管の周囲など粗詰めの注入

③ ④ ⑤① ②

【二重管ストレーナー工法】

※出典：ライト工業㈱ マルチライザー工法パンフレット

【工事完了後の改良体イメージ】

• 改良体１本のサイズは、直径約1.0m×高さ約14m
• 深さ方向の改良範囲は、透水層の下端まで
• 合計200体以上造成する計画
• 隣り合う改良体をラップすることで、連続的な壁を構築

～～

約14m

約1.0m

地盤改良工事の概要・状況（8/3夜間作業分まで）
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２～４号機海水配管トレンチの概要（断面図）

○現時点の想定では、平成２３年４月の２号機取水口部からの漏えいの際、一部の水が２号機電源ケーブル管路から北側地中に浸透・拡散した可能性が
高いと考えています。

○これまでの調査で、平成２３年４月の漏えい箇所に至るまでの配管や電源ケーブルのトレンチ（トンネル）の中に、高濃度汚染水が残留していること
から、「①分岐トレンチの閉塞」「②主トレンチ内の汚染水濃度の低減」「③主トレンチ内の汚染水の水抜き」等を順次、実施してまいります。

（４）１・２号機タービン建屋海側の高濃度汚染水の除去対策

平成２５年９月から浄化開始予定 25年度内に止水、26年度から水抜き開始予定

＜タービン建屋東側における配管の概要（１・２号機）＞
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②主トレンチ（海水配管トレンチ）内の汚染水濃度の低減 ③主トレンチ内の汚染水の水抜き

①分岐トレンチ（電源ケーブルトレンチ）の閉塞

排水後、充填材を投入

Ｈ２５年１０月末までに閉塞予定
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